
診療受付  平日・土曜
診療受付  平日のみ

診療科目

診療時間
午 前
夕 方

急患は年中無休・24時間
いつでもお受けします（内科）

8：00～12：00
16：30～18：00

内科・外科・小児科・神経内科・形成外科
泌尿器科・歯科口腔外科・整形外科・循環器内科

脳神経外科・婦人科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・心臓血管外科

お車でお越しの方　無料駐車場210台有

入院面会時間 14：00～17：00

公共

交通機関
での来院の場合

〒421-0193  静岡県静岡市駿河区下川原南11番1号　TEL 054-256-8008（代表） FAX 054-256-8020
　　web-shizuoka@tokushukai.jp

JR東海道線「静 岡 駅」より約25分　中原池ヶ谷線「徳洲会病院」行き

静 岡 鉄 道「新静岡駅」より約30分　東新田下川原線「徳洲会病院」行き

JR東海道線「安倍川駅」より約10分タクシー

バ　ス

病院ホームページはこちら

山之上 弘樹
院 長

　新型コロナウイルス感染症に対して行われてきた様々な規制が、緩和されてきています。デルタ株流行の頃と比べると、
重症化する方も減少しています。新型コロナウイルス感染症との向き合い方を改める時期と思いますし、そう望まれている
方も少なくないのではないかと思います。
　今回の新型コロナウイルス感染症の流行は、感染症の流行に対する様々な課題を突き付けてきました。２０２０年後半ま
で、多くの医療機関はPCR検査を行うことができず、迅速な対応が難しい状態でした。また、ワクチンもなく治療薬も試行錯
誤の中で、医療従事者は感染の恐怖と戦いながら対応していました。そんな中、医療従事者に対して応援をいただくことも
多かったのですが、差別的な対応を受けることも少なくありませんでした。また、度重なる行動自粛要請のため、多くの業種
が厳しい状況に置かれました。G20のなかで人口100万人あたりの死者数が中国を除くと最小であった日本の対策が間違
いだったとは思いませんが、施行の時期と効果についての検証は必須だろうと思います。
　香港で問題となったSARSは２００２年、MERSは２０１２年、今回のCOVID-19は２０１９年に発見されました。いずれもコロナ
ウイルスで、１０年前後の決して長くない間隔で新型が発見されています。SARSのころと比較するとCOVID-1９が発見され
た２０１９年は観光等による国境を越えた人の動きが大きく増えています。２０００年以降２０年ほどの間隔を開けて北欧を訪れ
たことがありますが、デンマーク　コペンハーゲンの人魚姫の像はこの間に信じられないほど観光客が増えていて、人をか
き分けないと近寄れない状況になっていました。コロナ後はこの動きが再び戻るでしょう。人が動けば感染症も移動します。
次の備えは十分考えておく必要がありそうです。

※面会-ご来院について、皆様へお願いがございます。詳しくはホームページをご覧ください。
コロナウィルス感染の状況により、診療・面会について変更となる場合がございます。
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健康管理センター

2020年8月最新機器のPET-CTに更新2020年8月最新機器のPET-CTに更新

毎月医療講演好評開催しています
PETｰCTについて
～PETでがんの早期発見を～

詳しくはこちら7月21日（木）　静岡市葵区 東部生涯学習センター　14：00～15:00

当健康管理センターは『健診を通して地域の皆様の健康と生活を支える』をモットーに、
1．がんの早期発見　2．保健指導を含め生活習慣病の予備軍の健康管理　3．快適な健診
が受けられる真心を持った接遇　を、スタッフの合言葉としています。静岡徳洲会病院の
予防医療部門を担う健康管理センターの特徴として、病院に設置された最新医療機器を利
用しての人間ドックが可能です。小さながんを発見する PETCT によるがんドック、MRI
で脳ドック、心臓超音波、上部・下部内視鏡検査等の各種コースを提供しています。
人間ドック後精密検査等が必要な場合に検査結果が病院の電子カルテと情報共有され各診
療科と連携がとれます。人間ドック、健康診断、巡回健診、院外予防接種、医療ツーリズム（現
在休止中）など、感染対策を行いながら健診を通してひとりでも多くの地域の皆様を迎え
られるよう取り組んでいます。

ドック・健診メニュー
人間ドック（基本通常コース、脳ドック、心肺ドック）PETCT ドック、
生活習慣病予防健診、法定健診、特定健診、巡回健診

業務実績（年間）2021年度
人間ドック数 2263 件、PETCT ドック数 622 件、生活習慣病予防健診数 2353 件、
法定健診数 1732 件、特定健診数 544 件、巡回健診数 5512 件

特徴のある検査項目 PETCT によるがん検診と基本通常コースを組み合わせたがんドック

ご予約・お問い合わせ　13：00～16：30（月～土）　TEL.054-256-8039（直通）



検査科のお仕事探訪　～番外編～

『シーメンス広報誌に紹介されました』『シーメンス広報誌に紹介されました』

　この度、シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社様
の広報誌に、『臨床検査技師の将来を見据えた臨床検査科の取り組
み』として、当院検査科がインタビュー記事で紹介されました。
　主に、病院関連に配布される広報誌ですが、今後も各部門分野に
おいて、より多面的な指向性を持つアプローチにて、静岡徳洲会病
院臨床検査科をアピールできればと考えております。今後とも当院
検査科を宜しくお願い申し上げます。

出典：シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社

記事の詳細につきましては
上記QRコードを読み込んで下さい。



　私は昨年末に認定資格を取得した新米の認知症看護認定看護師です。
今回、ゆうかり便りデビューとなりましたので、これから皆さんに少
しずつ認知症のことをお伝えしていきたいと思います。まずは、私の
ことを少しお話させてください。
　私が認知症に興味をもったのは、１０年ほど前。慢性期病棟の管理
者として勤務していた頃、介護士が車いすに座っている認知症の患者
さんに、自分の膝を床につけ、患者さんと同じ高さで目線を合わせ、
やさしく語りかけ、本人の意思を確認している姿を見かけました。そ
の患者さんが笑顔でとても良い表情をして会話していたのを覚えてい
ます。簡単な行為だと思われがちですが、これがなかなかできないも
のです。私はその行為をいとも自然にやってのけた介護士の姿をみて、「この人すごいな、私も
勉強をしなくては！」と衝撃を受けました。そこから少しずつ学びを積み重ね、現在に至って
います。

　院内での活動は主に認知症の研修会を開催したり、病棟の認知症カンファレンスに参加して
ケアのアドバイスをさせてもらったり、症例検討会などを通して、認知症ケアの推進を図って
います。私たちの看護が認知症の人の心に届き、認知症の人が笑顔でいられるように、そして
少しでも皆様のお役に立てるようにこれから頑張っていきますので宜しくお願い致します。

静岡徳洲会病院
認知症看護認定看護師

伊藤真弓

　認知症は「暮らしの障害」です。
それまで当たり前にできていた「普通の暮らし」ができなくなります。
しかし、これは周囲の接し方次第で、障害の程度はずいぶん軽減されます。
私たちは、暮らしを支援すること、そして愛をもって介護することが大
事なのです。

　認知症の人は、少し前の記憶など、自分の確かさがはっきりしなくなっ
てきていることが自分でわかります。そのためとても不安を感じていま
す。そして障害によってできなくなったことなど周囲の心無い言葉にと
ても深く傷ついています。

【認知症の人とのコミュニケーションのポイント】
1. 笑顔で　2. 優しい声で　3. 温かく触れて
相手の目をみて笑顔で話しかけてください。そして肩や手に触れながら
優しいトーンでゆっくりと話す、聞くということが大切です。

認知症ケア　パート１

【認知症ミニミニセミナー】


